
 

 

 

 

 

３月２４日（火）に令和７年度が修了します。 

今年度も、 様々な学習活動に対し、地域の方々に

お世話になりました。 毎朝の登校中の見守り、読み聞かせボランティア、 図書整備ボランティア、 

環境整備、 各学年の総合的学習の時間における講師 等、 数多くの場面で、 子どもたちの教育

のために支援していただきました。 

また、 PTA 活動も同じく、 子どもたちの学習環境の整備、 登校指導、 安全マップの見直し、 

運動会の準備・片付けの協力 等の各専門部の事業を中心に、 学校教育を支えていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宍道小 
ホームページにも 
掲載しています。 

令和８年３月２３日 
文責 校長（石橋 裕子） 

宍道みずうみ学園 

宍道小学校 学校だより 

 

１年： 一日入学（しんじ幼保園
年長児） 小学校学習体験 

２年： 生活科町たんけん発表会…探検 
した所のそれぞれの良さについて紹介 

３年： 社会科「警察の仕事について」
宍道駐在所の方から学ぼう 

４年： 総合的な学習の時間 
木幡久右衛門について学ぼう 
五百川秀男さんを講師に 

５年： 総合的な学習の時間「自分成長プ
ロジェクト」幼保園での保育体験 

６年： 社会科「松江城見学」松江歴史館の 
ガイドの方を講師に 

この一年間、 様々な学習における学び、体験を通して、子どもたちは先人の方の知恵や、生
活を守る方の思い、他者意識のもと、自分の想いを伝える難しさ・伝わった時の喜び等を感じ、
学びました。ここで紹介するのは、ほんの一例です。  
このような、学びや体験を通して直接感じることは、宍道っ子にとって、 とても重要な学びと

考えます。 



 
 
３月１８日（水）に、多数のご来賓の皆様のご臨席のもと、令和７年度卒業証書授与式

を挙行いたしました。 
当日は、卒業生４４名全員が元気に出席し、緊張感の中、姿勢よく堂々と入場しました。 
                  卒業生呼名のあと、校長から一人一人が卒業証 

書を受け取るときも、胸を張り、校長の「おめでと  
う」という声に笑顔を返す姿も見られました。 
 校長式辞では、メジャーリーガーの大谷翔平選手   
のベンチでのふるまいを例に、「些細なことでいい 
から、自分で考え「自分や人のためになることだ 
と思ったら、『小さな“いいな”』をまずは行動して 
ほしい。そして、その『小さな“いいな”』をみんな 
で真似して、広げていってほしい」つまり、それが 

自分にも周りの人にとっても『良い環境』『より良い人間関係』になっていくのだから」と
いうメッセージを伝えました。 
              そして、在校生が卒業生に向かって、呼びかけと歌を披露 

しました。特に、最高学年としてのリーダーの姿、登下校や 
縦割り班掃除等で下級生に声をかける姿等、今までの思い出 
を振り返りながら、感謝の想い、そして、これからへのエー 
ルを送りました。 
卒業生からは、６年間を振り返りながら、先生、地域の方々、 
そして最も感謝する保護者の方々への想いを言葉にして伝え 
ました。 卒業生の呼びかけの中の言葉にもありましたが、 
今年度の卒業生も、新型コロナウイルス感染症対策のため、 
１年生の時に臨時休校を体験し、感染症予防のためにマスク

をする等、様々な制限を経験しながらの学校生活でした。制約のない中で仲間と集える喜 
びの言葉が胸に響きました。 

 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大きな節目を
迎えた卒業生。 
みなさんの中
学校での活躍を
全教職員で祈っ
ています！！ 

◆  ８日（水）・・・令和８年度１学期始業式 

◆  ９日（木）・・・入学式 

◆ １３日（月）・・・２～６年生：給食開始 

 ◆ １５日（水）・・・１年生：給食開始 

 

◆ ２３日（木）・・・全国学力・学習状況調査 

◆ ２９日（水）・・・昭和の日（森の誕生日） 

４年生出場 

◆ ３０日（木）～ 個人面談 

            ※今年度より家庭訪問に代えて 


